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Summit 2026

未知なる世界へいざなう想像力
～ファインダー越しに繋ぐ、命と平和のバトン～

Part.1

大石 芳野氏 基調講演

2026年2月、日本経済新聞

『私の履歴書』で反響を呼ん

だ写真家・大石芳野氏が、戦

禍や逆境でもたじろがず、誇

り高く生きる世界の子どもた

ちの姿を通じ、他者を想う

「想像力」と未来を拓く「命

のバトン」を伝えていただき

ます。

Part.2

ティエラ生から質問！

わたしたちにもできる、より

よい未来への一歩とは？

11/23

10:00-12:00

月祝

ティエラ（Tierra）は、スペイン語で「地球・大地故郷」の意味です。

地球の未来なくして子どもたちの未来はない

わたしたちは「地球貢献」を企業理念に掲げ、環境教育に取り組んでいます。

ティエラ会員・保護者の皆様はどなたでも無料でご視聴いただけます。

9月1日(火)より視聴申込受付開始！
右記QRよりティエラコム環境サイトにアクセスしてお申込みください。

国際関係において、たとえ表面的に平和と見えたとして

も、いちど戦争を体験すると、それぞれの国の個人のな

かでは戦争がいつまでも続いている。終わりはない。だ

から、戦争は悪なのだと私は叫びたい。これからどうな

るのだろうか。不安がよぎる状況を無視しないように心

がけて、人びとの内なる闇を見逃さないように向き合い

ながら、私は写真で伝え続けていきたい。

大石芳野 『戦禍の記憶』より

講演者紹介 ドキュメンタリー写真家  

大石芳野（おおいし・よしの）氏

東京都出身。世界各地の戦火や内乱の爪痕、激動の社会を生
きる人々にレンズを向け続けてきた。ベトナム戦争、カンボ
ジア虐殺の爪痕、沖縄戦、広島・長崎の被爆者、国内の空襲
被災地などを長期にわたり取材。戦禍で心身に傷を負い、家
族や故郷を奪われ苦悩する女性や子どもたち一人ひとりに深
く寄り添い、命の尊厳と「非戦」のメッセージをカメラとペ
ンで社会に発信し続けている。
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